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10. ケニアの食生活に占める昆虫食の実態

〔要約〕 昆虫食の実態とそれが現地の食生活に果たす役割を主にケニアで調査した。

最も良く食べられている昆虫はシロアリの羽ア リで、特に西ケニアの農村では作物の収穫の途切れる雨

期の食料と して、不足がちな動物性タンパクおよび脂肪の補給源となっている。
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〔背景・ねらい〕

昆虫食は現在でもしばしば途上国で重要な栄養源としての役割を果た しており 、地域によってさ まざま

な昆虫が今でも好んで食べられている。そこで昆虫食の実態と、現地の人々の食生活に昆虫食がどのよう

に役立っているかを主にケニアで調査した。

〔成果の内容• 特徴〕

1. ケニアの主要な民族について昆虫食の分布を調査したところ、全ての民族で良く食されているのはシ

ロア リ （クンビクンビ）の羽ア リであり、乾燥した羽ア リ （生殖虫）は都市のマーケットで販売されて

いた。

2. 西ケニアのルヒア族は特にシロア リを好んで食べるが、彼らはシロアリの種による発生時期や時刻の

違いを熟知しており 、例えば雨期に出現する羽ア リについてはさまざまな トラップを仕掛けて捕獲し、

時には婚資としても利用する（図 1)。

3. 西ケニア ・エンザロ村では塚を作らない地中性のヒメキノコシロアリ (Microtermes sp)が最も頻繁

に好んで食べられ、 地域のマーケッ トでしばしば売られていた（図 2)。

4. エンザロ村の農家各戸聞き取り調査から、農家によっては全食事量（生重量） の1/4-1/3をシロア リ

が占めていることがあった。また、小学校 1年生21名全員が週 1回以上夕食あるいは夜食にシロアリを

食べていることがわかった（表 1)。

5. 以上の結果から、この地域では雨期に穀物の収穫がとぎれた時期、不足しがちな動物性タンパク質や

脂肪はシロア リによって補われていると結論される。

〔成果の活用面・留意点〕

東アフ リカにおける昆虫食の実態をさらに詳細に調査し、時代に即した食糧資源としての昆虫の利用、

特にその採集、保存、大量飼育、 加工、などの新しい技術を開発することが必要である。
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〔具体的データ〕

表1 エンザロ村におけるシロアリ （クンビクンビ）食の調査＊

人数
1日1人当たりのシロアリ摂取量(g)

範囲 平均

大人 87 50-250 110 

5 -15オ 51 25-150 61 

5オ以下 24 20-125 53 

*1995年11月からの4ヶ月間、村の約 1割に当たる25戸で

の調査。なお、主食として大人は毎食300-500gのウガ

リ （図2参照）を食べている。

図1 シロアリの羽アリを捕らえるトラ ップ （エンザロ村）。

図2 エンザロ村でのランチ。左手前の皿が水に少々の塩を加えて料理したシロアリの羽ア

リ、その右の皿は主食であるトウモロコシ （白）と‘ノルガム （褐色）のウガリ。
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